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水資源開発公団　　（証券コード　 ー）
　　　　　　債券新規格付 ：「ＡＡ＋」（ダフ“ルＡプラス）

株式会杜目本格付研究所（Ｊ　ＣＲ）は、以下のとおり債券の新規格付けをしましたのでお知らせします 。

発行体 ：水資源開発公団

【新規】

　　（対　象）

・第２回水資源開発債券

（発行額）　　　　（発行目）

１３０億円　　　２００２年６月２４目

　（償還期限）　　（利率）　　（格付）

２０１２年６月２０目　１．７２％　　ＡＡ＋

担保提供制限 ：なし（本債券は一般担保付であり 、財務上の特約は付されていない。）

その他の特約 ：なし

杜債管理会杜 ：不設置（ただし、水資源開発公団法に基づき受託会杜が選任されている 。）

【格付事由】

（１）水資源開発公団は、水資源開発公団法に基づき１９６２年５月に発足した政府全額出資の特殊法人であ

　　　る。当公団は治水 ・利水を目的としたダム、用水路、堰等の建設および管理を行っている 。

（２）Ｊ　ＣＲでは２００１年５月１４目に、当公団発行予定の想定債券の予備格付けを「ＡＡ＋」と公表してい

　　　る 。

（３）近年の低金利による金融収支益の拡大を背景に９５年度以降（９７年度を除く）遇去最高益を連続して

　　更新している（００年度当期利益は６０億円）。 当公団の損益は長期的にみても安定的に推移している

　　が、これは建設および管理コストが利水者にフル転嫁されることにより業務損益が発生しない仕組み

　　となっているためである 。

（４）０１年１２月１９目閣議決定の「特殊法人等整理合理化計画」により当公団は独立行政法人化されること

　　となった。同計画では新規の開発事業は行わないこと 、実施中事業の規模縮小など全体として事業量

　　を縮減する方向性も示されている。当公団はこれに基づき、独立行政法人化に向けての取組み等を始

　　めているが、現段階でＪ　ＣＲの当公団格付けに対する考え方に変更はない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（チーフアナリスト　江森剛文、　アナリスト　福山優美子）

当社の格付けは、投資家に対して信用リスク情報を提供するものであり、個別債券等の購入、売却、保有を推奨するものではありません 。

また、格付けは原則として発行者から対価を受領して行っております 。

　　　　　　　　※無断コピー・ 転送は固くお断りします 。
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